
発生想定農場（Ａ農場） 
有田川町 

肉用鶏 11,000羽飼養 

飼養者同一農場（Ｂ農場） 
九度山町 

採卵鶏 18,000羽飼養 

図1  発生想定農場 



表1 作成資料の項目及び作成時間 

項目 体裁 作成時間 

①想定農場概略 表 短 

②殺処分方法 短 

③家きん死体及び汚染物品処理方法 短 

④消毒ポイント 短 

⑤人員配置、動員数及び資材量 長 

⑥健康診断の場所、人員及び所要時間 不可 

⑦派遣される動員者の所属団体（県職員以外） 長 

⑧現地対策本部及び動員者集合場所 長 

⑨資材の調達先及び所要時間 長 

殺処分作業動線の見取り図 見取り図 長 

汚染物品処理先の地図 地図 短 

消毒ポイントの地図 地図 短 



図2 農場概要と殺処分方法 



図3 家きん死体及び汚染物品処理方法 



表2 消毒ポイント設置場所及び消毒方法 



表3 人員配置、動員数及び資材量 



図4 健康診断の場所、人員及び所要時間 

表4 派遣される動員者の所属団体（県職員以外） 



表5 現地対策本部及び動員者集合場所 



表6 資材の調達先及び所要時間  



消毒ポイント 

3.018  

km 

Ｂ農場 

公設焼却場 

2.976  

km 

Ａ農場 

公設焼却場 

汚染物品処理先の地図 

図5 消毒ポイント及び汚染物品処理先の地図 



（Ａ農場） 

図6 殺処分方法及び見取り図 

（Ｂ農場） 



図7 家きん死体の焼却処分に要する時間 

鶏の死体等を焼却場にて処分する際は炉の能力の１０％ 

Ａ農場 

 公設ごみ処理施設   ５０トン／日×２炉 ※交互に使用 

 １１，０００羽×３ｋｇ／羽÷（５０トン／日×１炉×０．１）＝６．６日 

処理能力の試算 

Ｂ農場 

 公設ごみ処理施設   ５０．５トン／日×２炉 

 １８，０００羽×３ｋｇ／羽÷（５０．５トン／日×２炉×０．１）＝５．３日 


